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改修⼯事前、最後の⼀般公開。

―100年を超える歴史が紡ぐ空間―
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本学公認サークル
「piano-forte」による
ミニコンサートも開催

※100年ピアノは⾃由に演奏できます。
 ぜひ⼿に触れてお楽しみください。

※⽇時等の詳細は本学HPに掲載

―〔開催期間〕

〔開館時間〕

これまで⼤切に扱ってきた記念館ですが、外壁の劣化等への対応のため、本年8⽉
から、改修⼯事を実施することとなりました。改修⼯事とあわせて、教育資料・標
本の保存環境等の整備も⾏うこととしており、⼀連の改修・整備事業である『奈良
⼥⼦⼤学記念館改修プロジェクト』に本学⼀丸で取り組みます。改修⼯事前最後の
⼀般公開にぜひお越しください。

▲国産最古級の100年ピアノ※プロジェクトの費⽤の⼀部については、クラウドファンディングで寄附を募ります。



� 奈良⼥⼦⼤学の前⾝である奈良
⼥⼦⾼等師範学校は1908（明治41）
年3⽉に設置され、翌年5⽉から授
業を開始しました。校舎の⼯事は
1908(明治41)年2⽉からはじまり、
翌年10⽉には主要な建物が完成し
ました。現在、奈良⼥⼦⼤学記念
館としている建物は、奈良⼥⼦⾼
等師範学校本館としてこのとき建
設されたものです。設計は京都帝
国⼤学建築部⻑で奈良出張所⼼得
の⼭本治兵衛が⾏いました。
� ⽊造⼆階建てで、外観の⼤きな
特徴は、北欧によく⾒られる⽊部
を外に表す壁構造のハーフティン
バー形式をとっており、屋根には
頂塔およびドーマー窓が設置され
ていることにあります。1階は中央
に廊下が配され、これを挟む形で7
室が設置されています。建物両端
にある階段で2階に上ると、フロア
全体が⼤きな講堂となっていま
す。講堂内には柱は⽤いられず、
中央部に⼆重に織り上げた天井に
は明かり取りの窓が配され、広々
とした空間が広がります。
� 1994(平成６)年2⽉から6⽉にかけ
て改修⼯事が⾏われ、同年12⽉27
⽇に正⾨および守衛室と併せて重
要⽂化財に指定されました。その
後も空調設備⼯事・外壁改修な
ど、その時々に適切な修理を⾏
い、2014�(平成26)�年12⽉25⽇から
2015�(平成27)年12⽉にかけては、こ
れまでにない⻑い時間をかけて⼤
規模な耐震補強⼯事を実施しまし
た。この⼯事に際しては、⽂化
庁・奈良県の指導を受けて、歴史
的建造物の⽂化的価値を損なうこ
とのないよう、細⼼の注意を払い
設計、施⼯がなされました。
� 記念館は建設以来、改変された
箇所はほとんどありません。現在
も2階講堂内部には奈良⼥⼦⾼等師
範学校開校当時から使⽤されてい
た⻑椅⼦がそのままに並び、開校
時に購⼊した最も古い国産ピアノ
のひとつであるとされる「百年ピ
アノ」が置かれ、往事を偲ぶこと
ができます。

各学部からの⾒本教材や標本の
⼀部を展⺬します

展 示
内 容

■文学部

■生活環境学部

■理学部

■工学部

 奈良⼥⼦⼤学には、前⾝である奈良⼥
⼦⾼等師範学校以来の⻑い被服教育の歴
史があり、多くの教材や作品が残されて
います。昭和初期頃（⼀部戦後）までを
対象に、実物と同じデザインと縫い⽅で
⼨法のみ縮めた裁縫雛型、パーツ縫いや
仕末法を伝授するための⾒本教材、素材
研究や教材⼊⼿のための布⾒本や⽷⾒本
などを展⽰しています。

 奈良⼥⼦⼤学では、開学当初からの剥
製標本、⾻格標本、液浸標本など、多数
保存されています。これらは普段⼤切に
管理されるとともに、授業や研究活動に
おいて、活⽤されています。記念館の⼀
般公開では、これらの標本の⼀部を展⽰
します。�

 奈良⼥⼦⼤学⽂学部は、前⾝の奈良⼥
⼦⾼等師範学校時代よりさまざまな資料
を教育標本として収集してきました。令
和６年、同じように学⽣の教育・研究に
資する貴重な資料として、岡澤禎華⽒の
写経作品群４８点を岡澤家よりご寄贈賜
りました。今回はそのことを記念してご
寄贈作品６点を展⽰します。

 奈良⼥⼦⼤学⼯学部は、⼥⼦⼤学初の
⼯学部として令和４年に誕⽣しました。
現代社会が必要としている創造的エンジ
ニアの育成を⽬標としています。⼯学部
では、基幹科⽬である「PBL（創造的課
題解決型演習）」の授業の作品を展⽰しま
す。１、２回⽣が取り組んだ成果を是
⾮、ご覧下さい。

●剥製標本、骨格標本、液浸標本

●奈良女子大学の裁縫教材研究 ●PBL（創造的課題解決型演習）
　の１、２回生の成果

●岡澤禎華氏ご寄贈作品


